
圏央道の開通は、観光、レジャーなどの活動にも寄与。 

•圏央道の開通によって、ICから観光地へのアクセス性が向上し、観光客も増加しました。 

 (千葉県の主な観光地では夏期観光シーズン期間中で昨年度より最大で15.5%増加)※。   
  ※千葉県報道発表資料「平成25年度夏期観光シーズンにおける観光入込状況について」より 

整備効果③：地域活性化への支援（観光・レジャー） 
～近くなる観光地～ 

観光地へのアクセス性の向上と観光・レジャーへの期待への声 

観光・レクリエーション施設（41施設） 

H25(A) H24(B) 
対H24年比 
(％)(A/B) 

ベイエリア・東葛飾地域 566,587 565,697 0.2 

北総地域 206,216 187,609 9.9 

九十九里地域 262,391 227,185 15.5 

南房総地域 578,237 549,688 5.2 

（単位：人地点） ■夏期観光シーズンにおける観光入込状況 

出典：千葉県報道発表資料 「夏期観光シーズンにおける観光入込状況について」 

海水浴場来場者の声 

 圏央道が出来て、高速ICから海水浴場へアク
セスしやすくなりました。（神奈川県在住） 
 圏央道が開通したので、これまで利用してい
なかった九十九里周辺の海水浴場に来てみまし
た。（茨城県在住） 

海老名IC～相模原愛川IC 
平成25年3月30日(土)開通 

茅ケ崎IC～寒川北IC 
平成25年4月14日(日)開通 

東金JCT～木更津東IC 
平成25年4月27日(土)開通 
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■開通区間の利用者が実感されている効果（複数回答有）N=94 

■圏央道に対する期待・ご意見（複数回答有）N=94 
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茂原七夕まつり実施委員会の声 

東京都在住の方から圏央道利用して茂原七夕
まつりへ行きたいなどの問い合わせをいただ
くなど、祭りに来られる方が多方面から来ら
れるようになったと実感しています。 

圏央道利用者の声 

 一般道や首都高を経由せずに遠出出来る
ようになるので全線開通に期待する。利用
頻度が増えると思う。 

夏期観光シーズンの観光入込状況 

九十九里地域 

東金JCT 

茂原北IC 

茂原長南IC 

市原鶴舞IC 


